
平成２８年度 「大学教育再生加速プログラム」選定取組

大学等名：東海大学短期大学部
テーマ ：テーマⅤ（卒業時における質保証の取組の強化）

本取組では、社会的有用性のある専門職人材育成に向け、厳密な成績評価の仕組み、客観的に把握された学習成果に
応じて授業内容を自律的に修正できる仕組み、能動的学習の積極的導入等により教育課程全体の見直しを図るとともに、
それを踏まえた入学者の選抜体制を構築する一方、外部人材からの助言を受け、養成された専門職人材に対する資質能力
形成アセスメントを行うことで、有効性のある卒業時の質保証システムの構築を目指す。

・ ３つのポリシーの有機的な繋がりにより、教育シス

テムのＰＤＡＣサイクルが機能し、社会的有用性が担
保された卒業時の質保証システムを構築することが
できる。

・質保証が担保された専門職人材育成モデルとして
の標準化を図ることから、他大学への参考になりうる
取組として位置づけられる。

【事業の成果】
27年度
（実績値）

28年度
（目標値）

29年度
（目標値）

31年度
（目標値）

学生の授業外学修時間（１週間当た
り）

12時間 16時間 16時間 16時間

卒業生追跡調査の実施率（調査回答
者数／卒業者数）

74.8% 84.6% 92.6% 100%

学生の成績評価（GPA） 2.68 2.70 2.76 2.90

ディプロマ・ポリシー［見直し］

カリキュラム・ポリシー［見直し］

授業内容の
自己修正

アドミッション・ポリシー［見直し］

専門職域
(幼稚園)
(保育園)

学習形態に応じた
段階的成績評価

高等学校 入学のため
に必要な力

専門職人材の
理解

学修成果の見直し

アセスメント

ｼｮｰｹｰｽ

現場体験

アセスメント

職業理解

入 学

既卒者訪問

就 職

本学取組
【厳密な成績評価】

【授業内容を自律的に修正できる仕組】（教員自己アセスメント）

様々な学習形態
（アクティブラー
ニングやインター
ンシップといった
能動的学習）

当該科目で得られる
学習成果（人間性、
社会性、専門性にわ
たる計９項目中から
教員が設定）

習熟度を段階
的に示す指標
の設定（ルー
ブリック評
価）

教員設定
学習成果
（上記）

学習成果アンケート結果（どのよ
うな力が身に付きましたか？）

学習成果毎の受講生ＧＰＡ平均値

一定基準以
下の場合、
Webポート
フォリオ上
の学習成果
が赤字表記


